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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成31年4月4日(2019.4.4)

【公開番号】特開2017-203954(P2017-203954A)
【公開日】平成29年11月16日(2017.11.16)
【年通号数】公開・登録公報2017-044
【出願番号】特願2016-97142(P2016-97142)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   15/08     ２２６　

【手続補正書】
【提出日】平成31年2月20日(2019.2.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の磁極を発生させる磁界発生手段を内包し、磁性キャリアとトナーとからなる二成
分現像剤を表面上に担持して表面搬送する現像剤担持体と、該現像剤担持体に対向配置さ
れて該現像剤担持体上に担持される現像剤量を規制する円柱形状の現像剤規制部材とを備
え、像担持体上に形成された静電潜像を現像する現像装置において、前記現像剤規制部材
は、該現像剤規制部材の周面のうち、前記現像剤担持体との対向部よりも前記現像剤担持
体の現像剤搬送方向における上流側の少なくとも一部に磁性体、前記対向部よりも前記現
像剤搬送方向における下流側の少なくとも一部に磁性体を含むことを特徴とする現像装置
。
【請求項２】
　請求項１に記載の現像装置において、前記現像剤規制部材を装置本体に対して固定する
ことを特徴とする現像装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の現像装置において、前記現像剤規制部材の周囲に配置された装
置本体のケーシングの一部が、前記現像剤規制部材の前記現像剤搬送方向の下流側の表面
に近接した形状であることを特徴とする現像装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３いずれか一に記載の現像装置において、前記現像剤規制部材の前記現像
剤搬送方向の下流側が、前記現像剤担持体の表面に沿った形状であることを特徴とする現
像装置。
【請求項５】
　潜像担持体上に形成される潜像を現像装置により現像して得られる画像を記録材上に転
写して画像形成する画像形成装置において、前記現像装置として、請求項１乃至４のいず
れか一に記載の現像装置を用いることを特徴とする画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０００５】
　上述した課題を解決するために、本発明は、複数の磁極を発生させる磁界発生手段を内
包し、磁性キャリアとトナーとからなる二成分現像剤を表面上に担持して表面搬送する現
像剤担持体と、該現像剤担持体に対向配置されて該現像剤担持体上に担持される現像剤量
を規制する円柱形状の現像剤規制部材とを備え、像担持体上に形成された静電潜像を現像
する現像装置において、
前記現像剤規制部材は、該現像剤規制部材の周面のうち、前記現像剤担持体との対向部よ
りも前記現像剤担持体の現像剤搬送方向における上流側の少なくとも一部に磁性体、前記
対向部よりも前記現像剤搬送方向における下流側の少なくとも一部に磁性体を含むことを
特徴とするものである。
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